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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月6日(2015.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのエステルポリオールエステルを生成するための方法であって、前記方
法は、
　エステルポリオール反応混合物をエステル化して、エステルポリオールを製造するステ
ップ、
　　前記反応混合物は、オゾン酸混合物および少なくとも１つの一級ポリオールを含み、
　　ここで、前記オゾン酸混合物は、少なくとも１つのジカルボン酸および少なくとも１
つのモノカルボン酸を含み；および、
　前記エステルポリオールを少なくとも１つのカルボン酸キャップでキャップして、エス
テルポリオールエステルを製造するステップ、
　を含む、
方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　（ｉ）前記オゾン酸混合物は、（ジカルボン酸のモル）／（モノカルボン酸のモル）の
比に対応する二官能／単官能の比（ＤＭＲ）を有し；および、前記エステルポリオールエ
ステルは、前記オゾン酸混合物のＤＭＲに比例した粘度を有し；および／または、
　（ｉｉ）前記エステルポリオール反応混合物は、（－ＯＨ基のモル）／（－ＣＯＯＨ基
のモル）の比に対応するヒドロキシル／カルボキシル比（ＨＣＲ）を有し、および、前記
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エステルポリオールエステルは、前記エステルポリオール反応混合物のＨＣＲに反比例し
た粘度を有することを特徴とする、
方法。
【請求項３】
　請求項１または２のいずれか一項に記載の方法であって、
　前記オゾン酸混合物は、少なくとも１つの脂肪酸をオゾンと反応させて、その後に酸化
することにより、生成されることを特徴とする、
方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記オゾン酸混合物は、少なくとも１つのジカルボン酸および少なくとも１つの第一の
モノカルボン酸を含み；
　前記方法は、少なくとも１つの追加の第二のモノカルボン酸を前記オゾン酸混合物に添
加するステップを含み、
　前記の第一および第二のモノカルボン酸は異なることを特徴とする、
方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の方法であって、
　（ａ）前記のエステルポリオール反応混合物が、前記の少なくとも１つの一級ポリオー
ルを、化学量論的に過剰に含む；および／または
　（ｂ）前記エステルポリオール反応混合物が、（－ＯＨ基のモル）／（－ＣＯＯＨ基の
モル）の比に対応する、約１．０１～約２．０の、ヒドロキシル／カルボキシル比（ＨＣ
Ｒ）を有する；および／または
　（ｃ）前記エステルポリオールエステルが、オゾン酸混合物の二官能／単官能の比（Ｄ
ＭＲ）に比例した粘度を有し、ここで、４０℃における前記エステルポリオールエステル
の粘度が、約３９．１（ｃＳ）～約２３６（ｃＳ）である；および／または
　（ｄ）前記の少なくとも１つのカルボン酸キャップが、１つまたは複数のモノカルボン
酸である；および／または
　（ｅ）前記エステルポリオールエステルが、約－１１．０℃～約－５７．０℃の流動点
を有する
ことを特徴とする、
方法。
【請求項６】
　請求項３から５のいずれか一項に記載の方法であって、
　（ａ）前記の少なくとも１つの脂肪酸は、分画されたパーム脂肪酸留出物（ＰＦＡＤ）
に由来し；
　前記エステルポリオール反応混合物のヒドロキシルカルボキシル比（ＨＣＲ）が、約１
．２５であり；
　前記のオゾン酸混合物の二官能／単官能の比（ＤＭＲ）が、約０．１１～約０．２１で
あり；
　前記エステルポリオールエステルの４０℃での粘度が、約３７．７（ｃＳ）～約６１．
６（ｃＳ）であり；および／または、
　前記エステルポリオールエステルが、約－５７．０℃～約－４２．０℃の流動点を有す
る、または
　（ｂ）前記の少なくとも１つの脂肪酸は、パーム核脂肪酸留出物（ＰＦＫＡＤ）に由来
し；
　前記のオゾン酸混合物の二官能／単官能の比（ＤＭＲ）が、約０．１２であり；
　前記のエステルポリオール反応混合物のヒドロキシルカルボキシル比（ＨＣＲ）が、約
１．２５であり；および／または、
　前記エステルポリオールエステルの４０℃での粘度が、約５３．７（ｃＳ）である；ま
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たは
　（ｃ）前記の少なくとも１つの脂肪酸は、分画されたパーム脂肪酸留出物（ＰＦＡＤ）
およびパーム核脂肪酸留出物（ＰＦＫＡＤ）の混合物に由来し；
　前記のオゾン酸混合物の二官能／単官能の比（ＤＭＲ）が、約０．０５～約０．３２で
あり；
　前記のエステルポリオール反応混合物のヒドロキシルカルボキシル比（ＨＣＲ）が、約
１．２５であり；および／または、
　前記エステルポリオールエステルの粘度が、約２８（ｃＳ）～約１２０（ｃＳ）である
、または
　（ｄ）前記の少なくとも１つの脂肪酸は、分画された植物性オレイン酸に由来し；
　前記のオゾン酸混合物の二官能／単官能の比（ＤＭＲ）が、約０．１３～約０．３であ
り；
　前記エステルポリオール反応混合物のヒドロキシルカルボキシル比（ＨＣＲ）が、約１
．２５であり；および／または、
　前記エステルポリオールエステルの粘度が、約３７．９２（ｃＳ）～約９６．１３（ｃ
Ｓ）である
ことを特徴とする、
方法。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の方法であって、
　（ａ）前記一級ポリオールが、グリセリン、ジグリセリン、エチレングリコール、ジエ
チレングリコール、１，２－プロパンジオール、ビス（１，２－プロパンジオール）、２
－メチル－１，３－プロパンジオール（２－ＭｅＰＧ）、トリメチロールプロパン（ＴＭ
Ｐ）、ジ－トリメチロールプロパン（Ｄｉ－ＴＭＰ）、ネオペンチルグリコール（ＮＰＧ
）、ペンタエリスリトール（ＰＥ）、ジペンタエリスリトール（ｄｉＰＥ）およびソルビ
トールから選択される；および／または
　（ｂ）前記一級ポリオールが、分岐した多価一級ポリオールである、および／または
　（ｃ）前記エステルポリオールエステルの粘度が、オゾン酸混合物の二官能／単官能の
比（ＤＭＲ）に比例する；および／または
　（ｄ）前記エステルポリオールエステルから潤滑油素材が形成され；前記潤滑油素材が
、オゾン酸混合物の二官能／単官能の比（ＤＭＲ）に反比例する揮発度を有する；および
／または
　（ｅ）前記エステルポリオールエステルが、オゾン酸混合物の二官能／単官能の比（Ｄ
ＭＲ）に比例した分子量（ＧＰＣ）を有する；および／または
　（ｆ）前記方法は、前記のエステルポリオール反応混合物のヒドロキシル／カルボキシ
ル比（ＨＣＲ）を増大させて、それにより、前記の潤滑油素材の粘度を減少させるステッ
プをさらに含む
ことを特徴とする、
方法。
【請求項８】
　請求項４から７のいずれか一項に記載の方法であって、
　前記の１つまたは複数の追加の第二のモノカルボン酸が、酢酸、プロパン酸、酪酸、ペ
ンタン酸、ヘキサン酸、ノナン酸、２－エチルヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、デ
カン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸およびステアリン酸、および、それら
の混合物からなる群より選択されることを特徴とする、
方法。
【請求項９】
　請求項３から８のいずれか一項に記載の方法であって、
　前記の少なくとも１つの脂肪酸は、少なくとも１つのトリグリセリドを加水分解するこ
とにより製造されることを特徴とする、
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方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、
　前記の少なくとも１つのトリグリセリドが、少なくとも１つの植物油および／または少
なくとも１つの動物性脂肪を含むことを特徴とする、
方法。
【請求項１１】
　請求項３から８のいずれか一項に記載の方法であって、
　（ａ）前記の少なくとも１つの脂肪酸が、分画されたパーム脂肪酸留出物（ＰＦＡＤ）
に由来する；または
　（ｂ）前記の少なくとも１つの脂肪酸が、分画されたパームオレインに由来する；また
は
　（ｃ）前記の少なくとも１つの脂肪酸が、パーム核脂肪酸留出物（ＰＦＫＡＤ）に由来
する
ことを特徴とする、
方法。
【請求項１２】
　請求項３から１１のいずれか一項に記載の方法であって、
　前記のオゾン酸混合物の二官能／単官能の比（ＤＭＲ）および前記のエステルポリオー
ル反応混合物のヒドロキシル／カルボキシル比（ＨＣＲ）の両方を増大させることにより
、前記エステルポリオールエステルの所望の粘度を維持しながら、様々な脂肪酸および一
級ポリオール類を用いることを特徴とする、
方法。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の方法であって、
　前記のキャップするステップが、前記の少なくとも１つのカルボン酸キャップを、化学
量論的な量未満で用いるステップを含むことを特徴とする、
方法。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の方法であって、
　（ａ）用いられる前記の少なくとも１つのカルボン酸キャップの量が、前記エステルポ
リオールの約６２％～約１００％のキャップを達成するのに十分である；および／または
　（ｂ）前記エステルポリオールが部分的にキャップされて、約６２％～約９９％がキャ
ップされた部分的にキャップされたエステルポリオールエステルを製造する
ことを特徴とする、
方法。
【請求項１５】
　エステルポリオールエステルを生成する方法であって、
　前記方法が、少なくとも１つのモノカルボン酸および少なくとも１つのジカルボン酸を
含むオゾン酸混合物を、少なくとも１つの一級ポリオールの存在下で、エステル化するス
テップを含む、
方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、
　（ａ）前記オゾン酸混合物が、少なくとも１つのジカルボン酸および少なくとも１つの
第一のモノカルボン酸を含み；
　前記方法は、少なくとも１つの追加の第二のモノカルボン酸を、前記オゾン酸混合物に
添加するステップを含み、
　前記の第一および第二のモノカルボン酸は異なる；および／または
　（ｂ）モノカルボン酸の合計量が、実質的にキャップされたエステルポリオールエステ
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ルを達成するのに十分である；および／または
　（ｃ）前記の少なくとも１つのモノカルボン酸および前記の少なくとも１つの追加の第
二のモノカルボン酸が、実質的に完全にエステル化される；および／または
　（ｂ）前記の少なくとも１つの一級ポリオールの合計量が、化学量論的に過剰である；
および／または
　（ｅ）前記の少なくとも１つの一級ポリオールにおけるヒドロキシル官能基の合計量が
、化学量論的に過剰である１％～３８％である；および／または
　（ｆ）前記の少なくとも１つの一級ポリオールが、グリセリン、ジグリセリン、エチレ
ングリコール、ジエチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ビス（１，２－プロ
パンジオール）、２－メチル－１，３－プロパンジオール（２－ＭｅＰＧ）、トリメチロ
ールプロパン（ＴＭＰ）、ジ－トリメチロールプロパン（Ｄｉ－ＴＭＰ）、ネオペンチル
グリコール（ＮＰＧ）、ペンタエリスリトール（ＰＥ）、ジペンタエリスリトール（ｄｉ
ＰＥ）およびソルビトールからなる群より選択される；および／または
　（ｇ）前記エステルポリオールエステルが、約－３６℃～約－５１℃の流動点を有する
ことを特徴とする、
方法。
【請求項１７】
　請求項１から１６のいずれか一項に記載の方法により得ることのできる、または得られ
る、
エステルポリオールエステル。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のエステルポリオールエステルを含む、
エステルポリオールエステル潤滑油基油。
【請求項１９】
　以下の反応生成物：
　　少なくとも１つのカルボン酸；および、
　　少なくとも１つのエステルポリオール、
　　ここで、前記エステルポリオールは、少なくとも１つのエステル基、第一のヒドロキ
シル基、および、少なくとも第二のヒドロキシル基を有する、
　を含む、
エステルポリオールエステル潤滑油基油。
【請求項２０】
　請求項１８または１９のいずれか一項に記載の、エステルポリオールエステル潤滑油基
油であって、
　（ａ）前記エステルポリオールエステル潤滑油基油は、約７００～１９００ｇ／ｍｏｌ
の分子量（ＧＰＣ）を有する；および／または
　（ｂ）前記の少なくとも１つのカルボン酸が、酢酸、プロパン酸、酪酸、ペンタン酸、
ヘキサン酸、ノナン酸、２－エチルヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、デカン酸、ラ
ウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸およびステアリン酸、および、それらの混合物か
らなる群より選択される；および／または
　（ｃ）前記エステルポリオールエステル潤滑油基油は、約－１１．０℃よりも低い流動
点を有する；および／または
　（ｄ）前記エステルポリオールエステル潤滑油基油は、約－５７．０℃～約－１１．０
℃の間の流動点を有する、
エステルポリオールエステル潤滑油基油。
【請求項２１】
　（ａ）式Ｉの化合物：
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【化１】

［ここで、Ｒ１は１つまたは複数のヒドロキシル基で場合により置換された、１～１７個
の炭素原子を有する直鎖または分岐のアルキル鎖であり、または、
　Ｒ１は、２～１８個の炭素原子と、式Ｒ２－ＯＨのポリオール化合物で場合によりエス
テル化された末端カルボン酸基とを有する、直鎖アルキルであり；
　Ｒ２は、ヒドロキシル基に結合される場合、２～１２個の炭素原子を有する直鎖または
分岐の一級ポリオールであり、ここで、各アルコール官能基は、式Ｒ１－ＣＯＯＨのモノ
カルボン酸またはジカルボン酸または式Ｒ３－ＣＯＯＨのモノカルボン酸で場合によりエ
ステル化されて；および、
　Ｒ３は、１つまたは複数のヒドロキシル基で場合により置換された、１～１７個の炭素
原子を有する直鎖または分岐のアルキル鎖である。］
または、
　（ｂ）式ＩＩの化合物： 

【化２】

［ここで、Ｒ４は、酢酸、プロパン酸、酪酸、ペンタン酸、ヘキサン酸、ノナン酸、２－
エチルヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、デカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パ
ルミチン酸およびステアリン酸からなる群より選択されるモノカルボン酸のアルキル鎖で
あり、または、
　Ｒ４は、式Ｒ５－ＯＨのポリオール化合物で場合によりエステル化された末端カルボン
酸基を有する、Ｃ２～Ｃ１８の直鎖アルキルであり；
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　Ｒ５は、ヒドロキシル基に結合される場合、グリセリン、ジグリセリン、エチレングリ
コール、ジエチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ビス（１，２－プロパンジ
オール）、２－メチル－１，３－プロパンジオール（２－ＭｅＰＧ）、トリメチロールプ
ロパン（ＴＭＰ）、ジ－トリメチロールプロパン（Ｄｉ－ＴＭＰ）、ネオペンチルグリコ
ール（ＮＰＧ）、ペンタエリスリトール（ＰＥ）、ジペンタエリスリトール（ｄｉＰＥ）
、およびソルビトールからなる群より選択される一級ポリオールのアルキル鎖であり、こ
こで、各アルコール官能基は、式Ｒ４－ＣＯＯＨのモノカルボン酸またはジカルボン酸ま
たは式Ｒ６－ＣＯＯＨのモノカルボン酸で場合によりエステル化されて；および、
　Ｒ６は、酢酸、プロパン酸、酪酸、ペンタン酸、ヘキサン酸、ノナン酸、２－エチルヘ
キサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、デカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン
酸、およびステアリン酸からなる群より選択されるモノカルボン酸のアルキル鎖である。
］
または、
　（ｃ）式ＩＩＩの化合物： 

【化３】

［ここで、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９は、独立に：
　１つまたは複数のヒドロキシル基で場合により置換された、１～１７個の炭素原子の直
鎖または分岐のアルキル鎖；
　式Ｒ１０－ＯＨのポリオール化合物で場合によりエステル化された末端カルボン酸基を
有する、Ｃ２～Ｃ１８の直鎖アルキル；または、
　Ｒ１０であり、ここで、Ｒ１０は、ヒドロキシル基に結合される場合、２～１２個の炭
素原子を有する直鎖または分岐の一級ポリオールであり、および、Ｒ１０における各アル
コール官能基は、２～１８個の炭素原子を有する直鎖または分岐のモノカルボン酸、また
は、２～１８個の炭素原子を有するジカルボン酸で、場合によりエステル化される。］
または、
　（ｄ）式ＩＶの化合物：
【化４】

［ここで、ｎは０～１６であり；
　Ｒ１１およびＲ１２は、それぞれヒドロキシル基に結合される場合、独立に、２～１２
個の炭素原子を有する直鎖または分岐の一級ポリオールであり、ここで、各アルコール官
能基は、式Ｒ１３－ＣＯＯＨのモノカルボン酸または式Ｒ１４－ＣＯＯＨのジカルボン酸
で場合によりエステル化され；
　Ｒ１３は、１つまたは複数のヒドロキシル基で場合により置換された、１～１７個の炭
素原子を有する直鎖または分岐のアルキル鎖であり；および、
　Ｒ１４は、式Ｒ１１－ＯＨまたはＲ１２－ＯＨの一級ポリオール化合物で場合によりエ
ステル化された末端カルボン酸基を有するＣ２～Ｃ１８の直鎖アルキルである。］
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を含む、エステルポリオールエステル組成物。
【請求項２２】
　アゼライン酸エステルポリオールエステルを含む、エステルポリオールエステル組成物
であって、
　ここで、アゼライン酸は、式Ｒ１５－ＯＨの少なくとも１つのポリオールでエステル化
され；
　　ここで、ポリオールＲ１５－ＯＨは、それぞれ、２～１２個の炭素原子を有する直鎖
または分岐の一級ポリオールであり、および、独立に式Ｒ１６－ＣＯＯＨのカルボン酸で
場合によりエステル化された少なくとも２つのアルコール官能基を含み；および、
　　Ｒ１６は、
　　１つまたは複数のヒドロキシル基で場合により置換された、１～１７個の炭素原子を
有する直鎖または分岐のアルキル鎖；および、
　　式Ｒ１５－ＯＨのポリオール化合物で場合によりエステル化された末端カルボン酸基
を有するＣ２～Ｃ１８の直鎖アルキル
　　からなる群より選択される、
エステルポリオールエステル組成物。
【請求項２３】
　請求項２０に記載のエステルポリオールエステル組成物であって、
　ここで、Ｒ１５－ＯＨは、それぞれ独立に、グリセリン、ジグリセリン、エチレングリ
コール、ジエチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ビス（１，２－プロパンジ
オール）、２－メチル－１，３－プロパンジオール（２－ＭｅＰＧ）、トリメチロールプ
ロパン（ＴＭＰ）、ジ－トリメチロールプロパン（Ｄｉ－ＴＭＰ）、ネオペンチルグリコ
ール（ＮＰＧ）、ペンタエリスリトール（ＰＥ）、ジペンタエリスリトール（ｄｉＰＥ）
およびソルビトールからなる群より選択され、
　Ｒ１５におけるそれぞれのアルコール官能基が、式Ｒ１６－ＣＯＯＨのカルボン酸と場
合によりエステル化されることを特徴とする、
エステルポリオールエステル組成物。
【請求項２４】
　請求項２２または２３のいずれか一項に記載のエステルポリオールエステル組成物であ
って、
　ここで、Ｒ１６－ＣＯＯＨは、それぞれ独立に、酢酸、プロパン酸、酪酸、ペンタン酸
、ヘキサン酸、ノナン酸、２－エチルヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、デカン酸、
ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸およびステアリン酸、および、アゼライン酸ジ
アシド（ａｚｅｌａｉｃ　ｄｉａｃｉｄｓ）、シュウ酸ジアシド（ｏｘａｌｉｃ　ｄｉａ
ｃｉｄｓ）、マロン酸ジアシド（ｍａｌｏｎｉｃ　ｄｉａｃｉｄｓ）、および、１，１８
－オクタデカンジアシドからなる群より選択され、それぞれ、式Ｒ１５－ＯＨのポリオー
ル化合物で場合によりエステル化されることを特徴とする、
エステルポリオールエステル組成物。
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